
Z
utto

出身地  浜松市西区　出身高校  浜松城北工業　
バスケットボール部
■仕事の内容／帽子やユニフォームのロゴ刺繍な
ど。仕上げ作業なので失敗できない。■就職してわ
かったこと／経験はまったくなかったが、意外とチ
クチクしている時間が楽しい。自分は女子力が高い
方だと思う。■高校時代にしておけばよかったと思
うこと／機械保全などの資格取得。

刺　繍

すずき しゅんすけ
鈴木駿介さん［19］

Z
utto

出身地  浜松市中区　出身高校  浜松商業高校　
硬式野球部（キャッチャー）
■この仕事を選んだ理由／小学校からずっと野球
をやっていて、将来は野球に関わる仕事に就きたい
と思っていたから。■仕事の内容／これから全国に
出張してスポーツ用品店や学校に営業活動をしてい
きます。■やりがいを感じるところ／知っている高
校から注文がくるとうれしくなること。

営　業

やまだ ゆいと
山田唯斗さん［19］Z

utto

出身地  浜松市浜北区　出身高校  浜北西高校　
硬式野球部（サード）
■くじけそうになるとき／甲子園シーズン直前は、
短納期の注文が混み合います。難しい仕様のもの
でもいかに短時間でクオリティ高く縫い上げるかを
考えますが、追い付かない状態になるとちょっとく
じけそう。■休日は？／洋服を買いにアウトレット
へ。■今後の目標／早いうちに出世したい！

縫　製

すずき かんた
鈴木勘大さん［18］

Z
utto

出身地  浜松市北区　出身高校  浜名高校　
硬式野球部（セカンド）
■くじけそうになるとき／先輩が優しいので、今の
ところはないです。野球部で鍛えたタフなハートと
体力のおかげですかね。■今後の目標／若手リー
ダーとして活躍したい。■高校２年生にアドバイス
／就職か進学かで迷ったけれど、自分は勉強より早
く稼ぐことを選んでよかったと思う。

生地の染色

うさみ なおと
宇佐美直登さん［19］

Z
utto

出身地  浜松市中区　出身高校  浜松商業高校　
硬式野球部（センターとピッチャー）
■この仕事を選んだ理由／知人がレワードで働い
ていたのと、シニア、高校とユニフォームがレワード
製で馴染みがあったから。■休日は？／ドライブで
遠出。■今後の目標／どの工程でも任せてもらえる
ようなオールラウンドプレーヤーになること。プライ
ベートではボウリングのスコア230超え。

裁　断

ひくま たける
引馬丈瑠さん［19］

生産部門の正社員の平均年齢は28歳。20代の若手社員が中核となっ
て会社を引っ張っている。

１枚ごとに仕様が異なるオーダーメイド商品は、同時
に３～４台のミシンを操るため、座らず立ったまま作
業する。入社するまでミシンの経験はなかったが、手
慣れた様子でパーツを縫って形にしていく勘大さん。

社内の展示室には、レワードか
ら送り出された全国の強豪校の
ユニフォームが並ぶ。

ユニフォームの柄を染め付けた
大きな一枚の布を、1着ずつ最先
端の裁断機が自動裁断する。

01 野球ユニフォーム
メーカー

　
　
　

ご
飯
を
さ
っ
さ
と
食
べ
終
え
、
グ

　
　
　

ロ
ー
ブ
と
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
外
へ

駆
け
出
す
。
こ
こ
で
は
元
高
校
球
児
た
ち

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
風
景
が
日
常
だ
。

「
甲
子
園
出
場
に
間
に
合
わ
せ
て
」
「
明

日
ま
で
に
１
着
だ
け
」
な
ど
少
量
短
納
期

の
オ
ー
ダ
ー
に
応
え
ら
れ
る
の
が
大
き
な

強
み
。
生
地
を
染
め
て
裁
断
し
、
縫
製
し

て
刺
繍
を
施
す
ま
で
の
全
て
を
浜
松
の
工

場
で
行
っ
て
い
る
か
ら
成
せ
る
技
だ
。

　

昼
休
み
に
共
に
汗
を
流
し
た
レ
ワ
ー
ド

ナ
イ
ン
は
、
自
分
の
持
ち
場
に
戻
っ
て
目

の
前
の
工
程
に
神
経
を
注
ぐ
。
「
注
文
の

翌
日
に
出
荷
」
と
も
な
る
と
、
ス
ム
ー
ズ

な
連
携
プ
レ
ー
が
も
の
を
い
う
。
そ
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
プ
レ
ー
す
る
球
児
に
、

今
日
も
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。

昼

はままつ
で くはたら

W o r k  L i f e

浜
松
に
は
ど
ん
な
シ
ゴ
ト
が
あ
っ
て
、

先
輩
た
ち
は
、な
ぜ
そ
の
職
業
を
選
ん
だ
の
か
。

一
度
は
浜
松
を
離
れ
、就
職
の
た
め
に
戻
っ
た
人
。

浜
松
に
来
て
、浜
松
を
選
ん
だ
人
。

ず
っ
と
浜
松
で
生
活
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
人
。

浜
松
で
暮
ら
し
、い
ま
働
い
て
い
る
先
輩
の

仕
事
内
容
や
働
き
方
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
し
ま
し
た
。

Z
utto

I
turnturn turn

※Zutto：進学も就職もずっと地元

“協力”打線でつなぐ熱い思い
高校球児に届け！

勤
務
先
　
レ
ワ
ー
ド
株
式
会
社
﹇
南
区
新
橋
町
﹈
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02 商品企画・販売03 森林の調査

I
turn turn

出身高校  浜松湖東高校
勤務先  株式会社ヤタロー　［東区丸塚町］
■この仕事を選んだ理由／管理栄養士の資格を生
かせる仕事がしたくて、病院や学校内の食堂施設
を運営しているヤタローに興味を持ちました。実際
に配属されたのは販売でしたが、これまで勉強した
ことがいろんな面で生かされています。■就職まで
の経緯／高校卒業後、名古屋学芸大学の管理栄養
学部に進学し、管理栄養士の資格を取得。卒業後、
ヤタローに就職しました。■くじけそうになるとき／
自分の企画した商品が売れなくて在庫が山積みに
なったとき。■高校時代にイメージしていた将来の
自分／人並みに働いて、結婚して、今頃は寿退社
（笑）。■大人になって思うこと／大学時代に名古
屋に住んでみて、自分はやっぱり浜松がすごく好き
なんだなと改めて感じました。外から客観的に地元
を見つめることって大事だなって思います。■高校2
年生へ／高校も大学も自分で選んで入学した場所
だから、そこでの出会いは偶然でなく必然。自分の
直感を信じて、何にでもチャレンジして。素敵、面白
いと思えるものや事に敏感であってほしいです。

商品の企画・開発、プロモーション

ほりの えり
堀野  枝里さん［31］

出身地  静岡市　出身高校  静岡農業高校
勤務先  天竜森林組合［天竜区二俣町］
■この仕事を選んだ理由／幼い頃から山間部にあ
る親戚の茶畑で手伝いをしていて、山に入るのが好
きだったから。■就職までの経緯／中学生の頃に
は将来農業がしたいと考え、高校は農業高校に進
学。専門的な勉強を進めるうちに、お茶や野菜より
樹木に強い関心があると気づいて農林大学校林業
科へ。修了後に就職。■やりがいを感じる時／うっ
そうとしていた山に人の手が入り、森林に光が差し
込んだとき。■くじけそうになること／組合で森林
整備をした山林が、大雨などによる災害で被害を受
けたとき。■休日は？／鴨が好きで、見つけては眺
め、絵に描いています。■年収／樹齢130年の天竜
ヒノキ１本分ぐらいです（笑）。■高校時代にイメー
ジしていた将来の自分／２年生までは「農業」。３
年生になって「林業」に変わった。■高校時代にし
ておけばよかったと思うこと／数学。見積もりや調
査で数字を扱うことが多いので。それに経営学。山
の経営は想像以上に難しいから。■高校２年生へ
／やりたい、なりたいと思ったことにまずは一生懸
命突き進んでみると、道が開けます。

森林の調査

おくだ みき
奥田未来さん［25］

「治一郎」の店舗は、浜松だけでなく仙台から福岡に至る各地に全 24店舗を構える。
なたとのこぎりが奥田さんの仕
事道具。腰には自分の存在を周囲
に知らせる小さな鈴を付ける。

お
菓
子
を
通
し
て

思
い
を
カ
タ
チ
に

天
竜
の
森
を
守
り
、

未
来
へ
継
ぐ

　
　
　

れ
た
て
つ
や
つ
や
の

ひ
ゅ
う
が
な
つ

日
向
夏
が
た

　
　
　

く
さ
ん
並
ぶ
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う

ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
堀
野
枝
里
さ
ん
の
商

品
企
画
で
、
今
年
は
夏
限
定
商
品
の
「
日

向
夏
ゼ
リ
ー
」
が
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
上
に

山
積
み
に
さ
れ
た
。
彼
女
の
売
り
場
へ
の

積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
実
を
結
び
、
見

事
、
夏
が
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
完
売
し
た
。

　

堀
野
さ
ん
は
２
０
１
０
年
の
入
社
当
時
、

「
ら
ら
ぽ
ー
と
磐
田
」
の
店
舗
で
販
売
を

担
当
。
そ
の
後
店
長
に
抜
擢
さ
れ
、
そ
れ

か
ら
1
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
本
社
で
企

画
推
進
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

入
社
９
年
目
の
現
在
は
女
性
５
人
の
企

画
推
進
チ
ー
ム
の
チ
ー
フ
と
し
て
、
商
品

の
企
画
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
ア
イ
デ
ア
、
新

店
舗
の
オ
ー
プ
ン
準
備
、
売
り
場
の
見
せ

方
な
ど
、
商
品
を
企
画
し
て
販
売
す
る
ま

で
の
仕
事
を
ト
ー
タ
ル
で
担
当
し
て
い
る
。

「
何
度
訪
れ
て
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
お
店
、

贈
る
人
も
贈
ら
れ
る
人
も
笑
顔
に
な
る
お

い
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
し
て
い
き
た
い

で
す
。
商
品
企
画
と
販
売
の
仕
事
は
、
自

分
の
ア
イ
デ
ア
が
形
に
な
っ
て
い
く
面
白

さ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
へ
の
ご
褒
美
や
大

切
な
方
へ
の
贈
り
物
と
し
て
、
お
客
さ
ま

の
思
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
お
手
伝
い
が
で

き
た
と
き
、
何
よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
」

採
　
　
　

明
ダ
ム
近
く
の
組
合
事
務
所
か
ら

　
　
　

山
道
を
く
ね
く
ね
と
車
で
の
ぼ
っ

て
15
分
。
現
場
に
到
着
す
る
と
、
奥
田
さ

ん
は
手
ぬ
ぐ
い
を
頭
に
巻
い
て
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
り
、
靴
を
地
下
足
袋
に
履
き
替

え
た
。

　

20
歳
で
入
社
し
て
５
年
目
。
初
め
の
半

年
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
手
に
現
場
で
伐
採

の
仕
事
を
し
て
い
た
。
今
は
伐
採
作
業
が

始
ま
る
前
の
段
階
で
山
に
入
り
、
現
状
を

調
査
し
て
提
案
書
を
作
る
仕
事
だ
。

「
地
図
を
片
手
に
山
を
歩
い
て
、
山
林
の

状
態
を
観
察
し
ま
す
。
立
ち
木
と
立
ち
木

の
葉
の
混
み
合
い
具
合
を
見
る
ん
で
す
。

ど
の
木
を
伐
採
す
れ
ば
ど
の
く
ら
い
の
光

が
差
し
込
む
か
を
判
断
し
ま
す
。
下
草
刈

り
、
枝
打
ち
、
伐
採
、
搬
出
な
ど
ど
れ
だ

け
の
作
業
が
必
要
で
、
伐
採
に
よ
る
木
材

か
ら
得
ら
れ
る
利
益
は
ど
の
く
ら
い
、
県

や
市
か
ら
の
補
助
金
が
ど
れ
だ
け
活
用
で

き
る
か
な
ど
を
提
案
書
に
ま
と
め
て
山
の

地
主
に
提
出
し
ま
す
」

　

浜
松
市
は
面
積
の
65
％
が
森
林
地
帯
。

天
竜
森
林
組
合
は
旧
天
竜
市
の
山
林
を
管

轄
す
る
。
美
し
く
整
備
さ
れ
た
林
業
地
と

し
て
「
天
竜
美
林
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の

が
大
き
な
誇
り
だ
。

「
山
は
一
度
手
入
れ
を
し
た
ら
、
次
は
だ

い
た
い
10
年
後
。
50
年
、
百
年
先
の
森
の

姿
を
想
像
し
て
植
林
や
間
伐
を
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
見
る
こ
と
は
で
き
な
い

ず
っ
と
先
、
未
来
の
こ
と
で
す
」

　

森
林
を
健
全
に
保
つ
こ
と
は
、
人
々
の

暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
手
入
れ
前
の
林
の
中
を
ず

ん
ず
ん
と
進
ん
で
い
く
奥
田
さ
ん
の
姿
が

た
く
ま
し
く
見
え
た
。

船

1415


